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 ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。 
 「読書」とはどのような営みなのか 学術コミュニケーションの中心は「読む」「読まれる」こと。でも「読むこと」とは何でしょうか？
 『書物から読書へ』ロジェ･シャルチエ編 ; 水林章[ほか]訳 みすず書房 1992.4 
→ 社会学や心理学、美術史学など、多彩な分野の専門家による「読書」をめぐる論文集です。 
★【本館閲覧室 2 階 019/SH96】 
 『読書の文化史 : テクスト･書物･読解』R.シャルチエ著 ; 福井憲彦訳 新曜社 1992.11 
→ テクストが「書籍」として流通し、「読書」という行為により受容される――。この一連の営みにより社会の変革すらも生じさ
せることをコンパクトに示した論文集です。近代初期の書籍市場がどのように形成されていたのか、興味深い分析も。 
★【本館閲覧室 2 階 019/C486】 
 『読むことの歴史 : ヨーロッパ読書史』ロジェ・シャルティエ, グリエルモ・カヴァッロ編 ; 田村毅[ほか]訳 
大修館書店 2000.5 
→ 誰もが当たり前のように行っている「読書」という行為がどのような変遷を経てきたのか、古代ギリシア以来のヨーロッパ史
を「テクストと読者の関わり」という視点で分析する論文集。 
★【本館閲覧室 2 階 020.23/YOM】 
 『本を読む本』（講談社学術文庫）M.J.アドラー, C.V.ドーレン[著] ; 外山滋比古, 槙未知子訳 講談社 
1997.10 
→ テクストを「正しく読む」ためには技術が必要です。この本を「正しく読んで」技術を自分のものにしましょう。 
★【本館閲覧室 4 階小型 019/HON】 
 『メディア･リテラシー : マスメディアを読み解く』カナダ･オンタリオ州教育省編 ; FCT訳 リベルタ出版 
1992.11 
→ 読書の技術は、単に「本を読む」ことのみに役立つわけではありません。情報を正しく読み解く技術＝情報リテラシーが私
たちの生活においてどれほど重要な能力なのか、身近な問題から考えてみましょう。 
★【本館閲覧室 3 階 375/MED】 
「知識」はどのように生産されるのか 私たちが向き合っていく「学術情報」は、誰が、どのように生み出しているのでしょうか？ 
 『科学者とは何か』（新潮選書）村上陽一郎著 新潮社 1994.10 
→ 科学者がどのように研究を行い、その成果である学術情報を発表しているのか、分かりやすく解説しています。 
★【本館閲覧室 3 階 404/KAG】 
 『ノーベル賞ゲーム : 科学的発見の神話と実話』 丸山工作編 岩波書店 1989.2 
→ 科学者にとって最大の栄誉であるノーベル賞をめぐる、科学者同士の激しい競争を鮮やかに描いています。 
★【本館閲覧室 3 階 404/N91】 
 『知識の社会史 : 知と情報はいかにして商品化したか』 ピーター・バーク著 ; 井山弘幸, 城戸淳訳 新曜
社 2004.8 
→ 知識は「生産者」だけでは成り立ちません。知識が受け手に届くまでにどのような過程を経るのか、そこにはどのような
人々が関わり、「商品」に仕立てているのか、近代初期の社会を例に考えてみましょう。 
★【本館閲覧室 2 階 002/CHI】 
 『知はいかにして「再発明」されたか : アレクサンドリア図書館からインターネットまで』 イアン・F・マクニー
リー, ライザ・ウルヴァートン著 ; 冨永星訳 日経BP社 2010.9 
→ 図書館、大学、インターネット―― 知識を受け手に届けるためには、産出・蓄積・発信するための「しくみ」が必要です。知
識の「組織化」をキーワードに、知識を伝達する「しくみ」がどのように発達してきたのかを探ります。 
★【本館閲覧室 2 階 002/CHI】 
 
 
 
この授業は終了しました。
 『学術情報流通と大学図書館』（シリーズ図書館情報学のフロンティア） 日本図書館情報学会研究委員会
編 勉誠出版 2007.10 
→ 現在、学術情報の流通（学術コミュニケーション）はどのように行われているのか、また、学術情報と受け手の接点として、
大学図書館がどのような役割を果たしているのかを論じた論文集です。 
★【本館閲覧室 2 階 017.7/GAK】 
 『引用する極意引用される極意』 林紘一郎, 名和小太郎著 勁草書房 2009.4 
→ “Stand on the shoulders of giants”は知識の進化を推し進める原動力です。学術コミュニケーションの本質ともいえる「引
用」とはどのような行為であるのか、この本から考えてみましょう。 
★【本館閲覧室 4 階 816.5/INY】 
「情報」をどのように管理するか 情報を探す・読む・管理する 情報リテラシーはどのように身につければいいでしょうか？ 
 『知的生産の技術』（岩波新書） 梅棹忠夫著 岩波書店 1969.7 
→ 知識をどのように獲得すればよいか、稀代の碩学がユニークなカード式情報管理術を駆使して伝授します。 
★【本館閲覧室 4 階小型 002.7】 
 『情報検索のスキル』（中公新書） 三輪眞木子著 中央公論新社 2003.9 
→ 「情報をさがす」という能力は、Google や OPAC を使いこなす能力などではありません。情報検索を「情報問題解決プロセ
ス」として捉えなおし、そのしくみを解き明かします。 
★【本館閲覧室 4 階小型 007.58/JOH】 
 『図書館利用の達人 : インターネット時代を勝ち抜く』 久慈力著 現代書館 2008.11 
→ 情報を探すあなたの強い味方が図書館です。図書館でどのようなことができるのか、ここからイメージしてみましょう。 
★【本館閲覧室 2 階 015/TOS】 
 『図書館のプロが伝える調査のツボ』 高田高史編著 柏書房 2009.7 
→ 情報を探すプロである図書館員は、どのように情報を探しているのでしょうか。物語仕立てでお楽しみ下さい。 
★【本館閲覧室 2 階 015.2/TOS】 
 『人文学への接近法 : 西洋史を学ぶ』 服部良久[ほか]編 京都大学学術出版会 2010.6 
★【本館閲覧室 2 階 230/JIN】 
 『法律学習マニュアル』（第 3 版） 弥永真生著 有斐閣 2009.9 
★【本館閲覧室 3 階 320.7/HOU】 
→ 情報をどのように集め、どのように読みこなし、どのように管理するのか、学問分野ごとに異なります。また、それぞれの分
野について、良い参考書も多数出版されています。ここには 2 つの分野を例に挙げました。どちらも「文献をどう読みこなすの
か」それぞれの分野に即して分かりやすく解説しています。 
 
 
 
My Book List & Keywords  自分で見つけた図書や、実際に使った検索キーワードなどをメモしましょう。 
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